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　9月4日、四郷小学校5年生の児童30人が、稲刈りを体験しました。

　稲は、4月24日に同児童らが田植えをしたもち米で、その後も世話や観察などを行ってきました。

　これは、地域農家の皆さんの協力により、稲作体験として実施しているものです。

　最初は力加減に戸惑っていた児童らも、すぐにこつをつかみ、「稲を刈ったときの感触が気持ち

いい」「農家の皆さんの大変さが分かった」などと、初めての稲刈りを楽しんだ様子でした。

　この日収穫したもち米は、調理実習や地域の人を招いての「四郷ふれあい餅つき大会」で、お世

話になった農家の皆さんや幼稚園児らに振る舞われます。

四郷小児童が稲刈りを体験
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前
月
号
に
続
き
、今
回
は「
伊

勢
市
健
康
づ
く
り
指
針
（
健
康

増
進
計
画
）」
の
概
要
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
は
、
私
た
ち
が

楽
し
く
、
自
分
ら
し
く
生
き
る

た
め
の
手
段
で
す
。

　

み
ん
な
で
「
楽
し
く
生
活
す

る
中
で
も
、
実
践
可
能
な
、
長

続
き
す
る
健
康
づ
く
り
」
を
実

践
し
ま
し
ょ
う
。

　

指
針
で
は
、「
み
ん
な
笑
顔

伊
勢
の
元
気
人
」
を
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
に
、
健
康
文
化
都
市

を
目
指
す
第
一
歩
と
し
て
、
生

活
習
慣
病
予
防
を
中
心
と
し
た

取
り
組
み
を
提
案
し
て
い
ま
す
。 

生
活
習
慣
を
形
成
す
る
６
領
域

　

虚き
ょ
け
つ血
性
心
疾
患︵
心
筋
梗こ
う
そ
く塞
・

狭
心
症
︶、
脳
血
管
疾
患︵
脳
出

血
・
脳
梗
塞
な
ど
︶、
糖
尿
病

な
ど
の
生
活
習
慣
病
は
、
不
健

康
な
生
活
習
慣
が
原
因
で
起
こ

り
ま
す
。

　

最
近
話
題
の
メ

※

タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
︵
内
臓
脂
肪
症

候
群
︶
も
こ
の
一
つ
で
、
中
高

年
男
性
の
２
人
に
１
人
が
当
て

は
ま
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
注
意
を
怠
る
と
重

症
化
し
、
合
併
症
の
発
症
・
生

活
機
能
の
低
下
・
要
介
護
状
態

へ
と
段
階
的
に
進
行
し
て
い
き

ま
す
。︵
左
図
参
照
︶

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
不
健
康
な

生
活
習
慣
を
改
善
し
、
肥
満
や

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

を
防
ぐ
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

そ
こ
で
、
生
活
習
慣
を
形
成

す
る
﹁
身
体
活
動
・
運
動
﹂、﹁
食

生
活
・
栄
養
﹂、﹁
休
養
・
こ

こ
ろ
﹂、﹁
歯
﹂、﹁
た
ば
こ
﹂、﹁
ア

ル
コ
ー
ル
﹂
の
６
領
域
に
分
類

し
、
具
体
的
な
行
動
指
針
と
、

個
人
・
地
域
・
行
政
の
取
り
組

み
を
提
案
し
ま
し
た
︵
左
ペ
ー

ジ
参
照
︶。
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性

を
生
か
し
な
が
ら
協
力
し
、
取

り
組
め
る
領
域
か
ら
一
歩
ず
つ

健
康
づ
く
り
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

※
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
︵
内
臓
脂
肪
症
候
群
︶
⋮
内

臓
脂
肪
型
の
肥
満
に
加
え
、
血

圧
・
血
中
脂
質
の
値
・
血
糖
値

の
高
い
状
態
が
重
複
し
て
発
症

し
て
い
る
状
態
。

身体活動･運動
運動不足

食生活・栄養
エネルギー･食
塩･脂肪の取り

過ぎなど

休養･こころ
ストレス過剰

歯
不適切な
口腔ケア

たばこ
喫煙

アルコール
多量飲酒

不健康な
生活習慣

境界領域期
予備軍
● 肥満　　
● 高血糖
● 高血圧
● 高脂血 など

健康課（☎� 2435）

生活習慣病
　● 肥満症　　　　● 糖尿病　　　● 高血圧症
　● 高脂血症　　　● 歯周病　　　　　　など

重症化・合併症
　● 虚血性心疾患（心筋梗塞・狭心症）
　● 脳血管疾患（脳出血・脳梗塞など）
　● 糖尿病の合併症（失明・人工透析など）  など
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アルコール
●適量を守る

身体活動・運動 ●通勤・通学・買い物など近場への移動時 
　は歩く
●ウォーキングを始める
●子どもと外遊びをする

い つでも、どこでも
　　気軽にウォーキング

食生活・栄養
●バランスの取れた食事をする
●低カロリーを意識した和食を見直す
●家庭菜園で無農薬・新鮮な野菜を作り食べる
●家族や友人と食事を楽しむ
●毎朝食事をする
●よくかんで食事をする

せ んじん（先人）の知恵を
　　生かした、おいしい食事

休養・こころ ●趣味や習い事、ボランティア活動など、
　打ち込めるものを見つける
●心身のリフレッシュを図る
●友人との交流を図る
●心配事や悩みを相談できる相手を持つ

の んびり休養、楽しく
　　リフレッシュでストレス解消

歯
●歯の健康を保つ予防意識を持つ
●毎食後に歯みがき・歯間清掃を心掛ける
●歯科健康診査を受ける

げん き（元気）の秘訣は
　　　丈夫な歯

たばこ ●子どもや非喫煙者の前では吸わない
●決められた場所・時間以外では吸わない
●喫煙以外のストレス解消法を見つける
●禁煙する

き んえん（禁煙）は
　　健康づくりの第１歩

ひと  （他人）も楽しい
　　　適度なお酒

伊勢市健康づくり指針の体系図（領域別）

みんな笑顔 伊勢の元気人
個人の努力で取り組むこと
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学校教育課
（☎� 5628）

「広島平和記念式典に参加して」
厚生中学校　　大野　梓衣奈

　平和記念式典には日本人はもちろん外

国からもたくさんの人が来ており、遺族

の方や世界中の人々、そして私たちにと

って、この式典がとても重大なことなの

だということがわかりました。

　この平和式典に参加してからは、戦争

についてもっと知りたいという気持ちが

強くなりました。

「広島平和記念式典に参加して」
宮川中学校　　山本　赳大

　実際に被爆した奥田榮さんの話を聞い

て、本当の原爆の脅威を知りました。奥田

さんの話はどれも生々しく、悲惨なもので、

聞いていると胸が強く締め付けられまし

た。奥田さんは話をしている時、とてもつ

らそうに話していて、家族や友達をなくし

たつらさが僕達にも伝わってきました。

　宮川中学校の生徒全員で折った千羽鶴を

献
けんのう

納するとき、「これからもずっと永久に平

和な世界が続いてほしい」と強く祈りました。

「平和な世界を実現するために」
宮川中学校　　笠木　かなえ

　奥田榮さんは、とても元気な方で被爆
者の方には見えませんでした。奥田さん
は、あの日の自分に起こった体験を、鮮
明に、詳しく話してくれました。
　いずれ、戦争体験者の人はいなくなり
ます。そうなった後、誰かがこの惨劇を
語り継がなければなりません。
　この日常が、どれだけ大切なものである
か。奥田さんが語り継いだように、これを
語り継ぐことが私たちに出来ることで、私
たちに任された使命でもあると思いました。

「広島平和記念式典に参加して」
港中学校　　寺田　憲弘

　平和記念資料館では戦争で得られるも
のは一つもなく、人の命が大量に奪われ
るだけだということがわかりました。そ
して、今でも後遺症で苦しんでいる人が
たくさんいるということを知りました。
　『戦争とはまるで生き地獄だ』と写真な
どが語りかけているようで、とても悲し
い気分になってしまい、戦争は何があっ
ても絶対にしてはいけない行為だと思い
ました。

「広島平和記念式典に参加して」
港中学校　　平賀　友佳子

　平和記念資料館での展示物は、焼け爛
ただ

れたぼろぼろの服、高熱で変形したビン、
原爆が落とされた瞬間に止まったままの
腕時計、被爆後の広島の風景や、人々の
写真など今までに見たことがないもので、
最後まで見るのが苦しかったです。
　私が思っていた以上に原子爆弾の威力
はすごく、今もなお心の傷を負っている
人がいるというのがよくわかりました。

「平和の架け橋」
豊浜中学校　　楠　直也

　「平和とはなんだ？ ｣ と聞かれると、
世界規模で考えてしまいがちですが、学
校規模・地域規模で考えるのも一つの平
和だと思います。
　広島に行き、いろいろなところで、｢平
和 ｣について考えさせられました。
　今回学んだことを一人でも多くの人た
ちに聞かせ、平和の架け橋になれたらい
いと思います。

「広島平和記念式典に参加して」
倉田山中学校      井上　真秀

　被爆者体験講話で、奥田榮さんは、僕た
ちに平和のために出来ることを教えてくれ
ました。
　それは、「出会った人との縁を大切にする
こと」「周りの人と仲良くすること」そして
「戦争はしてはいけないということ」「後世
に原爆の恐ろしさを語り継いでいくこと」。
　僕は、奥田さんに会わなければ感じるこ
とのできなかったこの思いこそが、平和な
世界をつくる土台になるのだと思いました。

「広島の街」
倉田山中学校　　山本　麻瑚

　原爆ドームを見学して、地面にはレン
ガなどが、人が歩けないくらい散乱して

いて、当時は、もっと酷
ひど

かったのだろう
と思いました。爆心地から、あまり離れ
ていないのに、ほとんどが残っていてす
ごいと思いました。
　人々は、この建物を見ることによって、

過去の過
あやま

ちを再び思い出し、平和を願う
気持ちがいっそう強くなるのではないだ
ろうかと思います。

「広島平和記念式典に参加して」
厚生中学校　　長谷川　健太

　この 2日間で学んだことは、原爆の恐
ろしさや悲惨さ、平和がどれだけ良いこ

とかということ、命の大切さなどです。

これらはどれも、これから僕が生きてい

く上で良い教訓になりました。

　これからも笑顔を絶やさず、元気に精

一杯生きていきたいと思います。

　

今
年
は
、
広
島
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
て
か

ら
61
年
に
な
り
ま
す
。

　

市
は
、
８
月
６
日
に
広
島
市
で
開
か
れ
た

「
第
61
回
広
島
平
和
記
念
式
典
」
に
、
中
学

生
の
代
表
を
派
遣
し
ま
し
た
。

　

市
内
12
校
か
ら
24
人
が
参
加
し
、
平
和

に
つ
い
て
学
ん
で
き
ま
し
た
。

　

式
典
に
参
加
し
た
中
学
生
の
感
想
文
か

ら
、
一
部
を
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す
。（
敬

称
略
）

　

な
お
全
文
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h ttp://

w
w

w
.city.ise.m

ie.jp

）
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

広島平和記念式典に参加して
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「広島に行って」
沼木中学校　　辻　直千

　原爆死没者慰
い

霊
れい

碑
ひ

には、「安らかに眠
って下さい　過ちは繰り返しませぬから」
と刻み込まれていました。この言葉を見
て、僕は思わず黙り込んでしまいました。
　6日の広島平和記念式典では、小泉内
閣総理大臣や、広島市長、広島市の子ど
も代表などが参加していました。原爆が
投下された 8時15分からの 1分間の黙と
うで、頭の中に平和記念資料館で見たさ
まざまな事を思い出しました。

「平和の大切さ」
沼木中学校　　藤原　輝美枝

　8月6日8時15分に広島の街に立ち、
広島平和記念式典に参加しました。そこ
には世界中の大勢の人たちが平和を心か
ら強く願っていました。
　この 2日間は、平和の大切さをたくさ
ん知ることが出来ました。この事を一人
でも多くの人に、伝えていきたいです。
そして、これから先もずっと世界中の人
たちが、平和を築いていかなければなら
ないと思いました。

「広島平和記念式典に参加して
感じたこと」

城田中学校　　谷口　政弘
　私は今回、式典に参加してすごく良か
ったと思う。なぜならば、平和に関する
想いがより一層、深まった。それに今ま
で見えてこなかった部分が見えた。多大
な衝撃を受け、心で感じる部分が多かっ
た。また、平和に関する認識が変わった。

「広島平和記念式典に参加して」
城田中学校　　井上　綾佳

　私は、今回「広島平和記念式典」に参
加して、世界の人々に 61年前のことを
過去の事としてではなくて、現実のこと

として捉
とら

えてほしいと思いました。
　今でも後遺症で苦しんでいる人々がい
る、心の傷が癒えないで自分を責め続け
ている人がいることを知り、「核兵器」は
決して人類に平和をもたらすものではな
い、ということを分かってくれたら良い
と思いました。

「広島へ行って感じたこと」
五十鈴中学校　　岡山　昂永

　僕は、戦争をしないだけでは、平和と
はいえないと思います。それも確かに平
和かもしれないけど、人々が毎日安全に
暮らせるようになってこその、平和だと
思います。
　世界中が平和になるのは難しいかもし
れません。だけど、いつかは世界が平和
になってくれることを僕は願っています。

「広島を訪れて」
五十鈴中学校　　大西　春菜

　原爆の、本当の恐ろしさは、話を聞いたり
するだけでは、おそらく、とても伝わるもの
ではないでしょう。しかし、平和慣れしてい
る私にも、絶対に、原爆なんてあってはなら
ない、と思わせるだけの力がありました。
　私は、全世界中の人が、原爆の恐ろしさに
ついて自覚すれば、決して、原爆は使われな
いと思います。だから、唯一の被爆国である
日本で、原爆の恐ろしさを、私が、皆に伝え
ていくことは、とても大切だと感じました。

「平和の大切さ」
豊浜中学校　　野呂　奈津穂

　平和記念式典では、いろんな人の話が
ありました。どの人の言葉もとても同感
でき、心に響きました。平和記念式典が
終わってからも、たくさんの人が暑い中
並んで花を供えていました。
　こんなにもたくさんの人が平和を願っ
ているのに、なんで戦争は無くならない
のかわかりません。
　本当に世界中が平和になれる日が少し
でも早く来る日を願っています。

「本気で考えた平和」
北浜中学校　　山口　翔平

　今の僕たちは本当に恵まれていると思
います。それは平和を願うすべての人た
ちのおかげだと思います。
　まだ世界中には戦争をしている国、核
を持っている国がたくさんあると思いま
すが、戦争の道具としての核が早く過去
の遺物になってほしいと思います。

「広島に行って思ったこと」
北浜中学校　　森下　由夏

　被爆者の方の体験談を聞かせていただ
き、原爆投下直後の広島がどんな状態だ
ったのかよくわかりました。それはとて
も生々しく、思わず耳を疑いたくなるほ
どでした。
　夏休み前の平和学習で北浜中学校でも
地域に住んでみえる被爆者の方のお話を
聞かせていただきましたが、どちらも原
爆のすさまじさがひしひしと伝わってき
ました。

「被爆者　奥田　榮さんの話」
二見中学校　　大西　正泰

　僕は、広島に行って来て、原爆の悲惨
さを今まで以上にたくさん知ったと思い
ます。その中でもとても印象的だったの
が、奥田榮（おくださかえ）さんという、
被爆者の人の体験講話でした。
　僕は今まで、原爆がもたらした悲劇を
亡くなった人の人数でしか考えていませ
んでした。だから、今回広島に行き、こ
ういった話を聞かせてもらえた時間は僕
にとって本当に貴重な時間でした。

「広島」
二見中学校　　岡田　真奈

　立派な都市の中にたった一つだけ、61
年前の原爆ドームがぽつんとありました。
すごく印象的でした。
　あれから61年が経つ広島。都会化して
いくにつれ、61年前の広島が忘れられて
いくような気がしました。少し、時代の流
れというのを感じながら、同時に少し怖い
と思いました。でも、原爆ドームはこれか
らの平和の為にも残しておくべきだと思い
ます。このようなことは、皆、知っておか
なければならないことだと考えました。

「悲劇」
小俣中学校　　松村　英俊

　資料館には、原爆が落ちて止まったま
まの時計や、ボロボロの服やズボン、靴
などが展示されていました。そして、被
爆者の写真がたくさん展示されていまし
た。さらに、原爆ドームの模型や原爆が
投下される前の広島市の模型、原爆の投
下された後の模型もありました。想像し
ていた事と、全然違いました・・・。建
物が全くと言ってもいいほど、何もあり
ませんでした。原爆投下後はとても、都
市とは思えないありさまでした。

「おばあさんの左手」
小俣中学校　　村田　愛佳

　路面電車で「わたしも被爆者なんよ。」
と言うおばあさんに出会いました。おばあ
さんは、私に左手を見せてくれました。お
ばあさんの手の甲には、10円玉ぐらいのふ
くらみがありました。この皮膚の下にガラ
スが埋まっていると教えてくれました。
　・・・今、青春を奪われてしまったおば
あさんのことを思うと、胸が痛くなります。
　原爆は、人の命を奪っていくだけでなく、
大切な時間、青春まで奪っていくんだと改
めて思いました。

「原爆と平和」
御薗中学校　　阪　尚幸

　一番印象に残っているのは、ガラスの
破片が刺さっている壁でした。原爆の爆
風でコンクリートの壁にガラスが刺さっ
ていました。それをみると原爆の爆風が
とても強力だと分かりました。
　原爆の子の像には、たくさんの千羽鶴
が飾ってありました。いろいろなところ
から、千羽鶴を置きに来ていました。実

際に被害に遭
あ

っていない人も、平和にな
るのを強く考えているのだと思いました。

「私の広島での大切な勉強」
御薗中学校　　奥村　莉子

　原爆の資料館には本当に目をつむって
しまいそうになるくらい、怖い現実があ
りました。私は本当に目を背けてしまい
そうになったけれど、やっぱりしっかり
見なければいけないと思い、必死で見ま
した。絶対に私が知らなければいけない。
そう思いました。
　私はたくさんの人に、このことを伝え
たいと思いました。御薗中の全校生徒に
知ってほしいと思いました。
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◆過去1年間に、自己負担限度額を超えて診療を受けた月が 4 回以上あった場合、4 回目からは [　] 内の金額になります。
◆表中の医療費は、病院などの窓口で支払う自己負担額ではなく、自己負担割合を掛ける前の費用（10 割分）です。
◆自己負担額については、世帯員の分を合算できる場合などがあります。詳しくは医療保険課へ問い合わせてください。

■ 70 歳未満で老人保健医療の認定を受けていない人  

9月末日まで 10月１日から

上位所得世帯※1
139,800円（医療費が466,000円を超えた場合、

超えた分の1％を加算） [77,700円]
150,000円（医療費が500,000円を超えた場合、

超えた分の1％を加算） [83,400円]

一般
 72,300円（医療費が241,000円を超えた場合、

超えた分の1％を加算） [40,200円]
 80,100円（医療費が267,000円を超えた場合、

  超えた分の1％を加算） [44,400円]

住民税非課税世帯※2 35,400円   [24,600円 ] 35,400円   [24,600円 ]

■70歳以上の人（高齢受給者）または 65歳以上で老人保健医療の認定を受けている人（老人保健医療受給者）

9月末日まで 10月１日から

外来 外来＋入院 外来 外来＋入院

一定以上所得者※3 40,200円
72,300円（医療費が361,500円を超えた

場合、超えた分の1％を加算）
[40,200円 ]

44,400円
80,100円（医療費が267,000円を超えた

場合、超えた分の1％を加算）
[44,400円 ]

一般 12,000円 40,200円 12,000円 44,400円

低所得区分Ⅱ※4 8,000円 24,600円 8,000円 24,600円

低所得区分Ⅰ※5 8,000円 15,000円 8,000円 15,000円
※3 ●  高齢受給者の場合：高齢受給者または老人保健医療受給者で住民税の課税所得が 213万円以上（平成20年8月1日以

降は 145万円以上）の国民健康保険加入者が 1人でもいる世帯の人
 ●  老人保健医療受給者の場合：高齢受給者または老人保健医療受給者で住民税の課税所得が 213万円以上（平成20年8

月1日以降は 145万円以上）の人が 1人でもいる世帯の人
※4 ●  高齢受給者の場合：世帯主および国民健康保険加入者全員が住民税非課税の世帯の人
 ●  老人保健医療受給者の場合：世帯員全員が住民税非課税の世帯の人
※5 ●  高齢受給者の場合：世帯主および国民健康保険加入者全員の所得が、必要経費や控除額（年金の所得は控除額を 80万

円として計算）を差し引いたときに 0円となる世帯の人
 ●  老人保健医療受給者の場合：世帯員全員の所得が、必要経費や控除額（年金の所得は控除額を 80万円として計算）を

差し引いたときに 0円となる世帯の人

※１ 国民健康保険加入者の保険料算定所得の合計が600万円以上の世帯。なお、人工透析を要する治療を受けている上位所得世
帯の人は、自己負担限度額が1万円から2万円に引き上げられます。

※２ 世帯主および国民健康保険加入者全員が住民税非課税の世帯。

高額療養費（高額医療費）自己負担限度額

　

本
年
6
月
の
国
会
で
、「
健

康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
」
が
成
立
し
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
10
月
か

ら
、
国
民
健
康
保
険
制
度
お
よ

び
老
人
保
健
制
度
が
、
次
の
と

お
り
変
更
さ
れ
ま
す
。

高
額
療
養
費（
高
額
医
療
費
）

自
己
負
担
限
度
額
の
引
き
上
げ

　

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
1

カ
月
の
医
療
費
の
自
己
負
担
額

が
高
額
に
な
っ
た
場
合
、
自
己

負
担
限
度
額
を
超
え
た
分
が
、

申
請
に
よ
り
、高
額
療
養
費︵
高

額
医
療
費
︶
と
し
て
支
給
さ
れ

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
自
己
負
担
限
度
額
が
、

下
表
の
と
お
り
変
更
さ
れ
ま
す
。

医療保険課（☎� 5646）

10月から



平成18年10月号�

伊勢１号

みずき

　

10
月
か
ら
始
ま
る
伊
勢
志
摩

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
。

　

今
月
号
か
ら
は
、
毎
月
行
わ

れ
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
紹
介
し

て
い
き
ま
す
。

◆
木
造
船
「
み
ず
き
」
で

　
　
　
　
　
　
　

勢
田
川
遊
覧

　

伊
勢
の
船ふ
な
が
た型
の
伝
統
技
術
で

建
造
さ
れ
た
木
造
船﹁
み
ず
き
﹂

で
船
参
宮
を
体
験
し
ま
す
。

定
期
運
航

と
き　

11
月
26
日
㈰
ま
で
の
毎

週
土
曜
日
・
日
曜
日
、
午
前
9

時
30
分
～
正
午

運
航
区
間　

大
湊
～
神
社
港
～

二
軒
茶
屋
～
河
崎

料
金　

２
０
０
～
８
０
０
円

キャンペーン期間
10月1日㈰〜平成19年3月31日㈯

※
貸
し
切
り
運
航
も
で
き
ま
す
。

︵
不
定
期
︶

※
電
話
で
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

◆
高
速
船
「
伊
勢
1
号
」
で

　
　

セ
ン
ト
レ
ア
か
ら
船
参
宮

　

高
速
船
﹁
伊
勢
1
号
﹂
が
、

中
部
国
際
空
港
︵
セ
ン
ト
レ
ア
︶

と
、
か
つ
て
神
宮
へ
の
参
拝
客

で
に
ぎ
わ
っ
た
神
社
港
と
を
結

び
ま
す
。

定
期
運
航

と
き　

11
月
26
日
㈰
ま
で
の
毎

週
金
曜
日
～
日
曜
日
・
祝
日

料
金　

2
０
０
０
円

※
貸
し
切
り
運
航
も
で
き
ま
す
。

︵
不
定
期
︶

※
電
話
で
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

「
み
ず
き
」「
伊
勢
１
号
」
に

関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
神
社
み
な
と
ま

ち
再
生
グ
ル
ー
プ
︵
☎
�
３
７

５
５
︶

みんなで盛り上げよう！！
伊勢志摩キャンペーン

第2回

観光政策課（☎�5565）

◆
西
条
だ
ん
じ
り

　

３
０
０
年
の
歴
史
を
持
つ
愛

媛
県
の
西
条
だ
ん
じ
り
32
基
が
、

お
木
曳
行
事
を
奉
祝
し
て
、
伊

勢
市
内
を
練
り
歩
き
ま
す
。

と
き　

11
月
4
日
㈯
、
午
後
1

時
～
9
時
30
分

と
こ
ろ　

内
宮︵
お
は
ら
い
町
︶

～
御
木
本
道
路
～
外
宮
～
伊
勢

市
駅
周
辺
～
新
道
商
店
街
・
高

柳
商
店
街

伊
勢
志
摩
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に

関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

　

伊
勢
志
摩
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実

行
委
員
会
事
務
局
︵
伊
勢
志
摩

観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
機
構
内
︶

☎
�
０
８
０
０

※
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
詳
し
い
情

報
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
︵http://

w
w
w
.um
ashi-kuni.jp/

︶
で
ご
覧

く
だ
さ
い
。

高
齢
受
給
者
・

老
人
保
健
医
療
受
給
者
の

医
療
費
負
担
割
合
の
引
き
上
げ

　

医
療
費
の
2
割
を
負
担
し
て

い
る
高
齢
受
給
者
ま
た
は
老
人

保
健
医
療
受
給
者
は
、
10
月
１

日
診
療
分
か
ら
3
割
負
担
に
引

き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
1
割
を
負
担
し
て
い

る
人
は
、
1
割
負
担
の
ま
ま
で

す
。

入
院
時
生
活
療
養
費
の
創
設

　

療
養
病
床
に
入
院
す
る
高
齢

受
給
者
ま
た
は
老
人
保
健
医
療

受
給
者
は
、
食
費
の
負
担
に
加

え
、
調
理
費
と
光
熱
水
費
を
負

担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
入
院
医
療
の
必
要

性
が
高
い
人
は
、
食
費
の
み
の

負
担
の
ま
ま
で
す
。

出
産
育
児
一
時
金
の
引
き
上
げ

　

国
民
健
康
保
険
制
度
に
従
っ

て
支
給
さ
れ
る
出
産
育
児
一
時

金
の
支
給
額
は
、
10
月
1
日
以

降
に
生
ま
れ
た
子
ど
も
か
ら
、

1
子
あ
た
り
30
万
円
か
ら
35
万

円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
入
院
時
生
活
療
養
費

は
、
市
の
福
祉
医
療
費
︵
心
身

障
害
者
医
療
費
な
ど
︶
の
助
成

の
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

西条だんじり（平成8年来勢）の様子
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課
税
課
市
民
税
係

（
☎
�
５
５
３
４
）

（No.9）

第
７
回

市
・
県
民
税
は
前
年
課
税

Ｑ
．
昨
年
は
仕
事
を
し
て
い
た

の
で
す
が
、
今
年
は
会
社
を
辞

め
た
の
で
働
い
て
い
ま
せ
ん
。

　

市
・
県
民
税
の
納
税
通
知
書

が
届
い
た
の
は
な
ぜ
で
す
か
。

Ａ
．
市
・
県
民
税
は
、
前
年
の

１
年
間
︵
１
月
１
日
～
12
月
31

日
︶
の
所
得
に
課
税
さ
れ
る
し

く
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

従
っ
て
、
今
年
は
働
い
て
い

な
く
て
も
、
昨
年
は
働
い
て
い

て
所
得
が
あ
っ
た
た
め
、
今
年

は
市
・
県
民
税
を
納
め
る
こ
と

に
な
る
の
で
す
。

市
・
県
民
税　

な
ぜ
、
納
税
通
知
書
が
届
く
の
？
編

　

﹃
差
別
の
現
実
か
ら
深
く
学

び
、
生
活
を
高
め
、
未
来
を
保

障
す
る
﹁
教
育
﹂
を
確
立
し
よ

う
﹄
を
テ
ー
マ
に
、
10
月
21
日
・

22
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
、
第

40
回
三
重
県
人
権
・
同
和
教
育

研
究
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

１
日
目
は
県
営
サ
ン
ア
リ
ー

ナ
で
の
全
体
会
、
２
日
目
は
南

勢
志
摩
地
域
３
市
４
町
の
各
施

設
で
分
科
会
を
開
催
し
、
部
落

問
題
を
は
じ
め
と
す
る
、
さ
ま

ざ
ま
な
人
権
問
題
の
解
決
に
向

け
て
実
践
報
告
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
大
会
は
、
平
成
14
年
度

の
第
36
回
大
会
ま
で
は
、
市
単

独
で
地
元
実
行
委
員
会
を
組
織

し
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
15
年
度
か
ら
は
、﹁
教

育
﹂
を
社
会
教
育
・
学
校
教
育

の
枠
を
超
え
た
広
い
意
味
で
の
、

﹁
研
修
﹂﹁
啓
発
﹂﹁
教
育
﹂
の
総

体
と
し
て
と
ら
え
、
教
育
機
関
・

行
政
関
係
機
関
・
関
係
団
体
に

よ
る
連
携
協
力
の
も
と
、
広
域

開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
南
勢
志
摩
地
域

で
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
、
伊

勢
市
長
が
実
行
委
員
長
、
他
市

町
の
６
首
長
が
実
行
副
委
員
長
、

伊
勢
市
に
地
元
実
行
委
員
会
事

務
局
を
設
置
し
、
人
権
政
策
課

と
生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
課
が

連
携
し
な
が
ら
大
会
の
開
催
に

向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

分
科
会
は
、﹁
教
育
・
保
育

の
創
造
﹂﹁
共
生
の
教
育
﹂﹁
自

主
活
動
﹂﹁
進
路
・
学
力
保
障
﹂

﹁
生
活
課
題
と
学
習
活
動
﹂﹁
生

活
課
題
と
啓
発
活
動
﹂﹁
生
活

要
求
と
文
化
創
造
・
識
字
運
動
﹂

﹁
子
ど
も
会
活
動
﹂﹁
特
別
分

科
会
﹂
の
９
分
科
会
17
会
場
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

伊
勢
市
は
、
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
い
せ
ト
ピ
ア
と
ハ
ー
ト
プ

ラ
ザ
み
そ
の
で
開
催
す
る
﹁
教

育
・
保
育
の
創
造
﹂
の
分
科
会

で
、
学
校
や
教
育
集
会
所
の
取

り
組
み
を
報
告
し
ま
す
。

　

磯
部
ふ
れ
あ
い
公
園
総
合
体

育
館
で
開
催
す
る
﹁
特
別
分
科

会
﹂
で
は
、
午
前
１
回
・
午
後

２
回
の
計
３
回
の
講
座
が
開
催

さ
れ
、
著
名
な
方
々
か
ら
の
基

調
提
案
が
あ
り
ま
す
。

　

他
の
分
科
会
で
は
、
障
害
の

あ
る
児
童
や
生
徒
、
不
登
校
の

子
ど
も
、
外
国
籍
の
子
ど
も
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
学
校
教
育
分
野

の
人
権
、
子
ど
も
会
活
動
や
ま

ち
づ
く
り
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
社

会
教
育
分
野
の
人
権
に
対
す
る

実
践
報
告
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

県
内
各
地
か
ら
約
４
０
０
０

人
が
参
加
し
ま
す
。
ま
た
、
広

く
市
民
の
方
々
に
も
参
加
し
て

い
た
だ
く
た
め
に
、
参
加
券
を

用
意
し
ま
し
た
。

定
員　

20
人︵
先
着
順
︶

参
加
費　

２
５
０
０
円︵
資
料
代
︶

申
し
込
み　

10
月
2
日
㈪
・
午

前
8
時
30
分
～
、
電
話
で
生
涯

学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
課
︵
☎
�
５

６
２
５
︶
へ

人権政策課

（☎�5546）

第
40
回
三
重
県
人
権
・
同
和

教
育
研
究
大
会

死
亡
し
た
人
の
市
・
県
民
税

Ｑ
．
平
成
18
年
3
月
1
日
に
父

が
死
亡
し
ま
し
た
が
、
父
の
税

金
は
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
．
毎
年
1
月
1
日
現
在
、
市

内
に
在
住
し
て
い
る
人
に
、
そ

の
年
の
1
年
分
の
市
・
県
民
税

が
伊
勢
市
で
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

従
っ
て
、
年
の
途
中
で
亡
く

な
っ
た
場
合
で
も
、
そ
の
年
の

市
・
県
民
税
は
納
め
て
い
た
だ

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

相
続
の
放
棄
な
ど
の
手
続
き

を
取
ら
な
い
限
り
、
相
続
人
が

亡
く
な
っ
た
人
の
市
・
県
民
税

を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
昨
年
中
に
亡
く
な
っ

た
場
合
は
、
市
・
県
民
税
は
課

税
さ
れ
ま
せ
ん
。
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資
源
循
環
課
（
☎
�
５
５
４
３
）

10
月
は
3
Ｒ
推
進
月
間
で
す

　

ご
み
を
減
ら
す
た
め
の
﹁
3

Ｒ
﹂
を
ご
存
知
で
す
か
。

　

こ
の
﹁
3
Ｒ
﹂
を
実
行
す
る

こ
と
が
、﹁
ご
み
ゼ
ロ
の
ま
ち
・

伊
勢
﹂
へ
の
第
一
歩
で
す
。

 R
 educe 

（
リ
デ
ュ
ー
ス
）

〜
発
生
抑
制
〜

　

ご
み
を
減
ら
す
た
め
に
は
、

ご
み
と
な
る
も
の
を
家
庭
に
持

ち
込
ま
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

● 

マ
イ
バ
ッ
グ
な
ど
を
利
用

し
、
レ
ジ
袋
は
断
り
ま
し
ょ
う

● 

不
用
な
包
装
は
断
り
ま
し
ょ

う● 

買
い
過
ぎ
・
作
り
過
ぎ
・
食

べ
残
し
を
無
く
し
ま
し
ょ
う

 R
 euse

（
リ
ユ
ー
ス
）

〜
再
使
用
〜

　

不
用
と
な
っ
た
も
の
を
ご
み

と
し
て
捨
て
る
前
に
、
ほ
か
に

使
い
道
が
な
い
か
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

● 

リ
サ
イ
ク
ル
で
き
な
い
布
類

は
、
ぞ
う
き
ん
な
ど
に
使
い
ま

し
ょ
う

● 

詰
め
替
え
商
品
を
選
び
、
容

器
は
何
度
も
使
い
ま
し
ょ
う

 R
 ecycle 

（
リ
サ
イ
ク
ル
）

〜
再
資
源
化
〜

　

リ
サ
イ
ク
ル
は
、
ご
み
を
減

ら
す
だ
け
で
な
く
、
資
源
の
節

約
や
地
球
温
暖
化
防
止
な
ど
環

境
に
や
さ
し
い
取
り
組
み
で
す
。

● 

不
用
と
な
っ
た
も
の
は
、
決

め
ら
れ
た
ル
ー
ル
を
守
っ
て
分

別
し
ま
し
ょ
う

● 

限
ら
れ
た
資
源
を
大
切
に
す

る
た
め
、
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
を

選
び
ま
し
ょ
う

早
朝
清
掃
を
行
い
ま
す

　

伊
勢
お
お
ま
つ
り
を
き
れ
い

な
会
場
で
実
施
す
る
た
め
、
早

朝
清
掃
を
実
施
し
ま
す
。

と
き　

10
月
14
日
㈯
、
午
前
7

時
～
8
時
︵
午
前
6
時
55
分
集

合
、
荒
天
の
場
合
は
15
日
㈰
に

延
期
︶

と
こ
ろ　

左
図
の
と
お
り
︵
集

合
は
、
Ｊ
Ｒ
伊
勢
市
駅
前
広
場
︶

環
境
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア

と
き　

10
月
8
日
㈰
、
午
前
10

時
～
午
後
3
時

と
こ
ろ　

県
営
サ
ン
ア
リ
ー
ナ

内
容　

体
験
コ
ー
ナ
ー
、
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど

※
勤
労
者
ゆ
と
り
Ｔ
・
Ｉ
・
Ｍ
・

Ｅ　

ｙ
ｏ
ｕ
・
ゆ
う
・
遊
ｉ
ｎ
ｇ

と
同
時
開
催
。

※
こ
の
催
し
物
は
、
全
国
モ
ー

タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
施
行
者
協
議

会
か
ら
の
助
成
を
受
け
て
実
施

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

資
源
循
環
課
・

環
境
政
策
課︵
☎
�
５
５
４
０
︶

ほ
か
の
市
区
町
村
か
ら
引
っ
越

し
て
き
た
場
合
の
市
・
県
民
税

Ｑ
．
4
月
5
日
に
Ａ
市
か
ら
伊

勢
市
に
転
入
し
ま
し
た
が
、
6

月
に
Ａ
市
か
ら
納
税
通
知
書
が

届
き
ま
し
た
。

　

市
・
県
民
税
は
伊
勢
市
に
納

め
る
の
で
は
な
い
の
で
す
か
。

Ａ
．
市
・
県
民
税
は
、
毎
年
1

月
1
日
現
在
の
住
所
地
で
課
税

さ
れ
ま
す
。

　

従
っ
て
、
平
成
18
年
1
月
1

日
に
Ａ
市
に
住
ん
で
い
た
人
は
、

Ａ
市
で
課
税
さ
れ
、
Ａ
市
に
納

め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
場
合
、
伊
勢
市
で
課
税

さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

市
・
県
民
税
の
納
付
方
法

Ｑ
．
9
月
30
日
に
勤
め
先
を
退

職
し
ま
し
た
。

　

今
ま
で
は
、
給
与
か
ら
市
・

県
民
税
が
天
引
き
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
ど
う
な

る
の
で
す
か
。

Ａ
．
市
・
県
民
税
を
給
与
か
ら

の
天
引
き
に
よ
り
納
め
て
い
た

人
が
、仕
事
を
辞
め
た
場
合
は
、

残
額
を
納
付
書
で
納
め
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

今
回
の
場
合
は
、
残
り
の
10

月
～
翌
年
5
月
の
8
カ
月
分
を

納
付
書
で
納
め
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

Ｑ
．
市
・
県
民
税
は
い
つ
か
ら

何
回
で
納
め
る
の
で
す
か
。

Ａ
．
市
・
県
民
税
の
納
付
方
法

に
は
、
普
通
徴
収
と
特
別
徴
収

が
あ
り
ま
す
。︵
左
図
参
照
︶

給与天引きの場合（年12回：6月～翌年5月）＝特別徴収

平成 18 年 平成 19 年

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月

納付書で納める場合（年4回：6月・8月・10月・翌年1月）＝普通徴収

平成 18 年 平成19年

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月

平成17年1月1日～12月31日までの所得を基に計算した税額が、
平成18年1月1日現在、住民である市町村で課税されます。

一之木
保育所

伊勢市駅

集合場所集合場所

外宮

税務署 市役所

交番

厚　生
小学校

県道鳥羽松阪線

県
道
鳥
羽
松
阪
線

観
光
文
化
会
館

宇
治
山
田
駅

清掃区域（　で囲んだ区域）
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皆
さ
ん
と
と
も
に
考
え
、
よ
り
良
い

伊
勢
市
を
つ
く
る
た
め
、﹁
市
政
へ
の

提
案
箱
﹂や
伊
勢
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ﹁
市

民
の
声
﹂
な
ど
で
、
市
政
に
対
す
る
皆

さ
ん
の
建
設
的
な
ご
意
見
・
ご
提
案
・

ア
イ
デ
ア
な
ど
を
お
聴
き
し
て
い
ま
す
。

市
政
へ
の
提
案
箱

　

次
の
各
所
に
﹁
市
政
へ
の
提
案
箱
﹂

を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

各
所
に
備
え
付
け
て
あ
る
記
入
用
紙

に
、
ご
意
見
な
ど
・
氏
名
・
連
絡
先
を

記
入
し
、
箱
へ
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

　

寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
な
ど
は
、
毎
日

回
収
し
、
記
入
し
て
い
た
だ
い
た
連
絡

先
に
、
後
日
回
答
し
ま
す
。

設
置
場
所　

市
役
所
本
庁
舎
・
1
階
市

民
ホ
ー
ル
、
各
総
合
支
所
、
各
支
所
、

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
い
せ
ト
ピ
ア
、
伊

勢
市
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー

伊
勢
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
市
民
の
声
」

　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
︵http://w

w
w
.

city.ise.m
ie.jp

︶
の
中
の
﹁
市
民
の
声
﹂

の
コ
ー
ナ
ー
か
ら
も
、
ご
意
見
な
ど
を

投
稿
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
な
ど
は
、
入
力

し
て
い
た
だ
い
た
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
宛

て
に
、
後
日
回
答
し
ま
す
。

　

な
お
、﹁
市
政
へ
の
提
案
箱
﹂
と
伊

勢
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
﹁
市
民
の
声
﹂
に

寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
な
ど
と
回
答
は
、

個
人
が
特
定
で
き
な
い
よ
う
に
編
集
し

た
う
え
で
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市

が
発
行
す
る
印
刷
物
な
ど
に
掲
載
さ
せ

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

市
民
の
声
を

　

お
聴
か
せ
く
だ
さ
い

秘
書
広
報
課
（
☎
�
5
5
1
5
）

川
と
海
の
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

監
理
課
（
☎
�
5
5
8
0
）

　

川
や
海
に
ご
み
を
捨
て
る
と
、
ご
み

が
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ご
み
は
、
水
辺
の
景
観
を
悪
く
す
る

だ
け
で
な
く
、
そ
こ
に
生
息
す
る
動
植

物
に
も
悪
い
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　

川
や
海
の
環
境
を
守
る
た
め
、
清
掃

活
動
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
軍
手
・
ご
み
袋
は
準
備
し
ま
す
。

清掃場所

集合場所

 ①度会橋付近（中島側）

 ②宮川親水公園（小俣町）

 ③宮川スポーツグラウンド付近（御薗町）

 ④西クリーンセンター前（二見町）

とき　10月22日㈰、午前8時〜9時
　　　（小雨決行、荒天の場合は中止）



平成18年10月号11

　

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31

●…休館日　■…おはなし会　▲…午後７時まで開館　★…ビデオの日

（10月）

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31

●…休館日　■…おはなし会　★…上映会

（10月）

伊勢図書館 
図書館まつり 
　下表のとおり開催します。

2 階・視聴覚室 2 階・展示ホール

10月27日㈮ 14：00～　講演会「家康側室　お奈津の方と伊勢山田」 
　　　　　 　講師：濱口主一さん（市文化財保護審議会会長）

9：00～17：00 
　図書館施設利用者の作品展示会10月28日㈯

10：30～　おはなしプーさんによるおはなし会
13：00～　講演会「読あそび！～楽しくなければ本じゃない～」 
　　　　　 　講師：杉本昌弘さん（ブックドクター）

10月29日㈰  9：30～　おりがみ教室
14：00～　人形劇（三重大学人形劇団「つくし」）

■おはなし会
● たんぽぽおはなし会　10月14日㈯、午後3時～
● ピッポの会・紙芝居　10月15日㈰、午前10時30分～
● 図書館おはなし会　10月28日㈯、午後3時～
※場所は、1階おはなしのへやです。

■上映会
と　き 10月21日㈯、午後2時～
ところ 2階・視聴覚室
内　容 「アイ・ラブ・ユー」（2000年日本アカデミー
賞特別賞受賞作品）

■ギャラリー展示
● 青少年健全育成賞作品展
と　き　10月18日㈬～30日㈪、午前9時～午後7時
（初日は午後1時から、最終日は午後3時まで）
※場所は 2階です。

■パソコン教室
　初心者コースから、ワード・エクセルの基礎・応用
コースまで開講します。
申し込み　10月23日㈪～、同館・1階カウンターへ
※開催日程・内容などについては、同館へ問い合わせてください。

■新刊案内
＜一般書＞
● 世界一の職人が教える仕事がおもしろくなる発想法 
結果が出ない人はいない
● あんぱんはなぜ売れ続けるのか
● 岡本太郎「明日の神話」修復960日間の記録
● 家老脱藩　与一郎、江戸を行く
＜児童書＞
● 枯れ葉剤とガーちゃん
● 命のノート　ぼくたち、わたしたちの「命」についての12のお話
● 親子で学ぶインターネットの安全ルール　子どもの
好奇心と親の心配
● ももいろ荘の福子さん　ぼんたネコババの巻

伊勢図書館　☎ 21-0077　FAX21-0078 小俣図書館　☎ 29-3900　FAX29-3902

■利用案内
開館時間 火曜日～金曜日…午前9時～午後7時
 土曜日・日曜日・祝日…午前9時～午後5時
※10月16日㈪～25日㈬は、図書特別整理のため休館
となります。

■おはなし会
と　き 毎週土曜日（10月21日を除く）、
 午後2時30分～
ところ 1階・児童書コーナー

■ビデオの日
と　き 10月8日㈰、午後1時30分～
ところ 2階・視聴覚室
内　容 「ヴァンパイア」（1932年：フランス・ドイツ
作品〔字幕〕）

■新刊案内
＜一般書＞
● ドキドキする席のお食事のマナー（これでＯＫ！）
● がんこな肩こり  筋肉の疲労をとり、血行をよくし
よう
● カード・セキュリティのすべて　進化する“手口”
と最新防御策
● 金銀配色見本帳
● アクセサリークロッシェ　 
＜児童書＞
● にんじゃおばけどろろろん
● 宇宙に行くニャ！
● はじめてのくさばなあそび
● お天気ナビ観察じてん　明日の天気がわかる
● パディントン街へ行く

■利用案内
開館時間　午前9時～午後7時
※10月1日㈰～10日㈫は、図書特別整理のため休
館となります。

図書館だより
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ヘルスメイト料理講習会

と　き ところ

10月10日㈫

9：30～ 13：00

小俣保健センター

10月20日㈮ 喜楽荘（二見町荘1679-1 ）

10月21日㈯
福祉健康センター

10月25日㈬

10月27日㈮ ハートプラザみその

離乳食教室

と　 き 10月12日㈭　9：30～12：00 10月19日㈭　10：30～12：00

と こ ろ 小俣保健センター 中央保健センター

内　 容 離乳食のお話と調理実習 離乳食のお話と試食

定　 員 20人（先着順） 40人（先着順）

持 ち 物
エプロン、三角巾、タオル、 
母子手帳、子ども用のミルク

なし

健
康
課 

（
☎
�
２
４
３
５
、
FAX
�
０
６
８
３
）

小
俣
保
健
セ
ン
タ
ー 

（
☎
�
７
８
７
０
、
FAX
�
９
８
４
４
）

二
見
総
合
支
所
福
祉
健
康
課 

（
☎
�
１
１
１
３
、
FAX
�
３
７
５
４
）

御
薗
総
合
支
所
福
祉
健
康
課 

（
☎
�
０
２
３
５
、
FAX
�
２
４
０
４
）

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

〈
参
加
費
な
ど
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料
〉

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
　

平
日
・
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

と
き　

10
月
14
日
㈯
、
午
前
10

時
～
正
午

と
こ
ろ　

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
在
住
の
初
妊
婦
と
夫

内
容　

赤
ち
ゃ
ん
の
成
長
と
子

育
て
・
お
母
さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん

の
た
め
の
諸
制
度
の
お
話
、
沐も
く

浴よ
く

実
習
、
お
父
さ
ん
の
た
め
の

妊
婦
模
擬
体
験
な
ど

定
員　

30
人
程
度
︵
先
着
順
︶

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

申
し
込
み　

10
月
2
日
㈪
か
ら
、

電
話
ま
た
は
FAX
で
健
康
課
へ

パ
パ
と
マ
マ
の
教
室

離
乳
食
教
室

と
き
・
と
こ
ろ
・
内
容
・
定
員
・

持
ち
物　

左
表
の
と
お
り

対
象　

市
内
在
住
の
乳
児
︵
生

後
６
カ
月
ま
で
︶
の
保
護
者

申
し
込
み　

10
月
２
日
㈪
か
ら
、

電
話
ま
た
は
ＦＡＸ
で
健
康
課
へ

　

10
月
31
日
㈫
ま
で
、
市
内
実

施
医
療
機
関
で
、
健
康
診
査
と

歯
周
疾
患
検
診
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
健
康
課
へ
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

ス
ト
レ
ス
の
対
処
法
に
つ
い

て
、
講
話
と
実
技
を
通
し
て
学

び
ま
す
。

と
き　

①
10
月
16
日
㈪
・
②
10

月
30
日
㈪
、
午
後
1
時
30
分
～

4
時

と
こ
ろ　

ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ
み
そ
の

対
象　

市
内
在
住
の
人

内
容　

①
ス
ト
レ
ス
に
つ
い
て
、

②
ス
ト
レ
ス
に
負
け
な
い
た
め

に︹
講
師

：

山
口
節
子
さ
ん︵
伊

勢
保
健
福
祉
事
務
所
・
こ
こ
ろ

の
健
康
づ
く
り
担
当
保
健
師
︶︺

定
員　

30
人
程
度
︵
先
着
順
︶

申
し
込
み　

電
話
ま
た
は
ＦＡＸ
で

健
康
課
へ

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
教
室

〜
ス
ト
レ
ス
の
対
処
法
〜

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
料
理
講
習
会

と
き
・
と
こ
ろ　

左
表
の
と
お
り

対
象　

市
内
在
住
の
人

テ
ー
マ　

米
を
利
用
し
た
料
理

定
員　

各
30
人
︵
先
着
順
︶

参
加
費　

３
０
０
円
︵
当
日
持

参
︶

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、

米
1
／
2
カ
ッ
プ

申
し
込
み　

10
月
2
日
㈪
か
ら
、

電
話
ま
た
は
ＦＡＸ
で
健
康
課
へ

残
り
1
カ
月
！

健
康
診
査
・
歯
周
疾
患
検

診
を
受
け
ま
し
ょ
う

禁
煙
フ
ェ
ス
タ

〜
た
ば
こ
に
つ
い
て
考
え
よ
う
〜

　

た
ば
こ
は
、
煙
を
吸
う
こ
と

に
よ
り
、吸
う
人
だ
け
で
な
く
、

吸
わ
な
い
人
の
健
康
に
も
悪
影

響
を
与
え
ま
す
。

　

市
・
伊
勢
地
区
医
師
会
・
伊

勢
市
民
健
康
会
議
は
、
次
の
と

お
り
禁
煙
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し

ま
す
。

と
き　

10
月
22
日
㈰
、
午
前
10

時
～
午
後
4
時

と
こ
ろ　

ラ
ラ
パ
ー
ク
・
1
階

イ
ベ
ン
ト
広
場

内
容　

禁
煙
方
法
の
ア
ド
バ
イ

ス
、
禁
煙
ポ
ス
タ
ー
お
よ
び
パ

ネ
ル
の
展
示
、
市
内
の
中
学
生

の
禁
煙
ポ
ス
タ
ー
表
彰
式
︵
午

後
1
時
～
︶
な
ど
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診療日 診療時間 診療科目 当番医師

月曜日〜土曜日
夜間 

19：30～ 22：00
内 　 科 
小 児 科

内 科 医 師

日 曜 日・ 祝 日 
1 ／ 1 〜 1 ／ 3

昼間 
10：00～ 12：00 
13：00～ 17：00

内 　 科 
小 児 科

内 科 医 師 
小 児 科 医 師

歯　 科 歯 科 医 師

夜間 
19：30～ 22：00

内 　 科 
小 児 科

内 科 医 師 
小 児 科 医 師

問い合わせ：内科・小児科（☎�8795 ）、歯科（☎�0829 ）

　＜問い合わせは、各会場（二見老人福祉センターは二見総合支所福祉健康課、ハートプラザみそのは御薗総合支所福祉健康課）へ＞

内　　容 月　日 時　間 ところ 対象

子育て相談

10 月 3 日 ㈫
9：30 ～ 11：00

二見老人福祉センター

市内在住の人

13：30 ～ 15：00
10 月 10 日 ㈫ 9：00 ～ 11：00 中央保健センター

10 月 17 日 ㈫
9：30 ～ 11：00

ハートプラザみその
13：30 ～ 15：00

10 月 24 日 ㈫ 13：00 ～ 15：00 中央保健センター

10 月 25 日 ㈬ 9：30 ～ 11：00 小俣保健センター

成人健康相談

10 月 4 日 ㈬ 9：30 ～ 11：00 小俣保健センター

市内在住の人
10 月 5 日 ㈭ 13：00 ～ 15：00 中央保健センター

10 月 10 日 ㈫ 13：30 ～ 14：30 ハートプラザみその

10 月 19 日 ㈭ 13：00 ～ 15：00 中央保健センター

成人栄養相談（要予約） 10 月 5 日 ㈭ 13：00 ～ 15：00 中央保健センター 市内在住の人

休日・夜間応急診療所

2. その他　＜問い合わせは、伊勢保健福祉事務所：伊勢保健所（☎�5148 ）  へ＞

内　　容 と　　き ところ

ＨＩＶ検査（エイズ検査）
毎週火曜日（8：45～ 11：00） 
第2火曜日（10月10日、17：30～ 19：00） 伊勢保健所

こころの健康相談（要予約） 第4木曜日（10月26日、13：00～ 15：00） 県志摩庁舎

1. 各会場で行うもの

10月の主な相談など

献
血

と
き　

10
月
8
日
㈰
、
午
前
10

時
～
正
午
・
午
後
１
時
～
3
時

と
こ
ろ　

県
営
サ
ン
ア
リ
ー
ナ

︵
☎
�
１
１
９
９
、
24
時
間
受

け
付
け
︶
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

受
診
す
る
と
き
は

● 

保
険
証
と
医
療
受
給
者
証
︵
持

っ
て
い
る
人
︶を
持
参
す
る

● 

症
状
や
服
用
し
て
い
る
薬
な

ど
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
る

● 

子
ど
も
が
受
診
す
る
と
き
は
、

予
備
の
下
着
、
タ
オ
ル
な
ど
を

持
参
す
る

伊
勢
地
域
産
業
保
健
セ
ン

タ
ー
の
お
知
ら
せ

　

労
働
者
50
人
未
満
の
小
規
模

事
業
場
を
対
象
に
、
健
康
相
談

な
ど
を
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。

● 

健
康
相
談
⋮
産
業
医
が
直
接

ま
た
は
電
話
で
相
談
を
受
け
ま
す
。

● 

個
別
訪
問
相
談
⋮
産
業
医
が

事
業
場
を
訪
問
し
、
健
康
診
断

保
健
師
・
保
育
士
に
よ
る

子
育
て
健
康
相
談

と
き　

①
10
月
20
日
㈮
・
②
10

月
27
日
㈮
、
午
前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ　

①
宮
本
地
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
②
神
社
地

区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

内
容　

子
育
て
健
康
相
談
、
身

長
・
体
重
測
定
、
親
子
ふ
れ
あ

い
遊
び　

な
ど

※
詳
し
く
は
、
健
康
課
ま
た
は

明
倫
保
育
所︵
☎
�
６
７
７
５
︶

へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

休
日
・
夜
間
応
急
診
療
所

　

休
日
・
夜
間
応
急
診
療
所︵
福

祉
健
康
セ
ン
タ
ー
内
︶
は
、
休

日
と
夜
間
、
応
急
的
な
診
療
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
診
療
所
で
は
、
地
域
の

医
師
な
ど
が
連
携
し
、
交
代
で

出
務
す
る
こ
と
に
よ
り
、
診
療

体
制
が
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

急
病
に
な
っ
た
と
き
、ま
た
、

救
急
車
を
呼
ぶ
ほ
ど
で
は
な
い

け
れ
ど
、
す
ぐ
に
治
療
を
受
け

た
い
と
き
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、応
急
診
療
所
の
た
め
、

症
状
な
ど
に
よ
っ
て
は
、
２
次

病
院
な
ど
を
紹
介
す
る
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
下
表
の
時
間
以
外
に

診
療
を
受
け
た
い
人
や
重
症
の

人
は
、
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー

結
果
に
基
づ
き
、
健
康
管
理
に

関
す
る
相
談
や
指
導
を
行
い
ま
す
。

相
談
日　

毎
週
木
曜
日
、
午
後

2
時
～
5
時
︵
第
5
木
曜
日
・

祝
日
・
休
日
を
除
く
︶

問
い
合
わ
せ
先　

伊
勢
地
域
産

業
保
健
セ
ン
タ
ー
︵
勢
田
町
628

番
地
10
、
☎
�
１
０
２
０
︶
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再
就
職
準
備
セ
ミ
ナ
ー

商
工
政
策
課
（
☎
�
5
5
6
8
）

㈶
21
世
紀
職
業
財
団
三
重
事
務
所

（
☎
津
０
５
9
・
2
2
8
・
2
3
0
0
）

〈
受
講
料
な
ど
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料
〉

と
き　

①
10
月
16
日
㈪
・
②
10
月
23
日

㈪
、
午
前
9
時
30
分
～
正
午

と
こ
ろ　

勢
京
ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学
校
・

2
階
Ｃ
教
室

対
象　

将
来
的
に
再
就
職
し
た
い
と
考

え
て
い
る
人
で
、
両
日
と
も
参
加
で
き

る
人

内
容　

基
本
か
ら
学
ぼ
う　

チ
ャ
レ
ン

ジ
再
就
職

①
講
演
﹁
知
っ
て
ト
ク
！
働
く
と
ど
う

な
る
保
険
・
税
金
・
年
金
﹂
三
尾
多
美

さ
ん︵
三
尾
社
会
保
険
労
務
士
事
務
所
︶

②
体
験
発
表
と
交
流
会
⋮
カ
ラ
ー
セ
ラ

ピ
ス
ト
や
保
育
士
な
ど
、
生
き
生
き
と

輝
い
て
仕
事
を
し
て
い
る
人
の
話
を
聞

い
て
、
あ
な
た
も
第
一
歩
を
踏
み
出
し

ま
し
ょ
う
‼
︵
荒
木
一
美
さ
ん
・
黒
田

久
美
子
さ
ん
・
西
田
美
加
子
さ
ん
︶

定
員　

30
人
︵
先
着
順
︶

申
し
込
み　

10
月
10
日
㈫
ま
で
に
、
電

話
で
同
課
ま
た
は
同
事
務
所
へ

※
無
料
の
託
児
所
が
あ
り
ま
す
。
た
だ

し
、
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

伊
勢
音
頭
地じ

方か
た

養
成
講
座

観
光
政
策
課
（
☎
�
5
5
6
6
）

㈳
伊
勢
市
観
光
協
会
（
☎
�
3
7
0
5
）

と
き　

11
月
2
日
～
平
成
19
年
3
月
22

日
の
毎
週
木
曜
日
︵
11
月
23
日
・
12
月

28
日
・
1
月
4
日
を
除
く
、
計
18
回
︶、

午
後
7
時
～
8
時
30
分

と
こ
ろ　

二
見
グ
ラ
ウ
ン
ド
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
︵
二
見
町
荘
２
０
６
６

番
地
︶

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
・
通

学
し
て
い
る
人
で
、受
講
経
験
が
な
く
、

伊
勢
音
頭
の
地
方
を
勉
強
し
た
い
初
心

者
︵
中
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
︶

内
容　

主
に
三
味
線
・
唄
の
ほ
か
、
太

鼓
・
鉦か
ね

の
練
習
︵
講
師

：

伊
勢
音
頭
保

存
会
︶

定
員　

20
人
︵
先
着
順
︶

受
講
料　

２
０
０
０
円

申
し
込
み　

10
月
20
日
㈮
・
午
後
5
時

ま
で
に
、
同
協
会
へ

夢
に
挑
戦　

め
ざ
せ
起
業
家
！

創
業
塾

商
工
政
策
課
（
☎
�
5
5
1
2
）

伊
勢
商
工
会
議
所
内
・
中
小
企
業
相
談
所

（
☎
�
5
1
5
5
）

と
き　

10
月
29
日
㈰
・
11
月
3
日
㈷
・

4
日
㈯
・
5
日
㈰
・
11
日
㈯
︵
計
5
回
︶、

午
前
9
時
30
分
～
午
後
4
時
30
分

と
こ
ろ　

伊
勢
商
工
会
議
所

対
象　

独
立
・
開
業
を
目
指
す
人
、
創

業
に
関
心
が
あ
る
人

内
容　

創
業
に
あ
た
っ
て
、
必
要
な
知

識
を
習
得
す
る
た
め
、
開
業
準
備
に
か

か
る
基
礎
知
識
な
ど
を
学
び
、
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
と
事
業
企
画
構
想
の
立
案
、

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
作
成
な
ど
を
行
い

ま
す

定
員　

40
人
︵
先
着
順
︶

受
講
料　

５
０
０
０
円
︵
資
料
代
︶

申
し
込
み　

10
月
27
日
㈮
ま
で
に
、
申

込
書
︵
同
相
談
所
に
あ
り
ま
す
︶
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
受
講
料
を
添
え
て

同
相
談
所
へ

観
光
交
流
空
間
づ
く
り
プ
ラ
ン

推
進
業
務
委
託

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
（
☎
�
５
５
１
１
）

　

観
光
交
流
空
間
づ
く
り
と
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
地
域
資
源
を
活
用
し
、
地
域
の

幅
広
い
関
係
者
が
一
体
と
な
っ
て
、
観

光
を
軸
と
し
た
地
域
づ
く
り
と
観
光
交

流
拡
大
の
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
で

す
。

　

市
は
、
こ
れ
ら
の
活
動
に
主
体
と
な

っ
て
取
り
組
む
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
自
治
会
な
ど

を
対
象
に
、﹁
観
光
交
流
空
間
づ
く
り

プ
ラ
ン
推
進
業
務
委
託
﹂
を
受
け
る
団

体
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
方
法　

10
月
23
日
㈪
︵
必
着
︶
ま

で
に
、
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
直
接
ま
た
は
郵
送
で
同
課
︵
〒
516

－

8601
岩
渕
1
丁
目
７ｰ

29
︶
へ

※
応
募
用
紙
は
、
同
課
・
各
総
合
支
所

地
域
振
興
課
・
各
支
所
・
い
せ
市
民
活

動
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ︵http://w

w
w
.city.ise.

m
ie.jp

︶か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
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おはらい町灯り行事

伊勢ヨイ夜
ヤ

ナ

　  観光政策課内・「伊勢ヨイ夜ナ」
　  実行委員会（☎�5566 ）

御薗ラブリバーふれあい祭り

御薗総合支所地域振興課内・
御薗ラブリバーふれあい祭り
運営委員会事務局（☎�0235）

御薗ラブリバーふれあい祭り駐車場案内図

と
き　

10
月
27
日
㈮
～
29
日
㈰
、
午
後

5
時
～
8
時
30
分

と
こ
ろ　

内
宮
前
お
は
ら
い
町
、
五
十

鈴
川
河
畔

内
容

● 

お
は
ら
い
町
一
帯
に
５
０
０
０
個
の

ろ
う
そ
く
を
点
灯

● 

川
面
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

● 

内
宮
夜
間
特
別
参
拝
︵
事
前
の
申
し

込
み
が
必
要
で
す
︶

● 

ヨ
イ
夜
ナ
ラ
イ
ブ　
　
　
　
　

な
ど

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

「
ヨ
イ
夜
ナ
・
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
募
集
中

と
き　

10
月
27
日
㈮
～
29
日
㈰
、
①
午

後
3
時
～
6
時
、
②
午
後
8
時
～
9
時

30
分

内
容　

①
ろ
う
そ
く
の
設
置
・
点
灯
、

会
場
案
内
、
②
片
付
け
な
ど

募
集
人
数　

各
日
①
②
と
も
50
人
︵
先

着
順
︶

と
き　

10
月
28
日
㈯
、
午
前
11
時
45
分

～
午
後
7
時

と
こ
ろ　

宮
川
ラ
ブ
リ
バ
ー
公
園
︹
御

薗
町
長
屋

：

宮
川
河
川
敷
︺︵
雨
天
の

場
合
は
、
ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ
み
そ
の
︶

内
容　

御
薗
ソ
ー
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
、

手
筒
花
火
・
仕
掛
け
花
火
、
も
ち
ま
き
、

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
、
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど

※
会
場
周
辺
道
路
で
交
通
規
制
を
行
い

ま
す
。
警
備
員
の
誘
導
に
従
っ
て
安
全

に
通
行
し
て
く
だ
さ
い
。

※
宮
川
河
川
敷
︵
宮
川
大
橋
下
流
側
︶

に
一
般
駐
車
場
を
設
置
し
ま
す
。

伊
勢
市
戦
争
犠
牲
者
追
悼
式

福
祉
総
務
課
（
☎
�
5
5
5
7
）

と
き　

10
月
27
日
㈮
、
午
前
10
時
30
分
～

と
こ
ろ　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
い
せ
ト

ピ
ア
・
多
目
的
ホ
ー
ル

臨
時
無
料
バ
ス

● 

伊
勢
市
駅
前
三
交
定
期
バ
ス
⑪
番
乗

り
場
︵
午
前
9
時
20
分
～
9
時
50
分
に

5
台
運
行
︶

● 

二
見
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
︵
午
前
9

時
45
分
に
2
台
運
行
︶

● 

小
俣
総
合
支
所
︵
午
前
9
時
30
分
に

2
台
運
行
︶

● 

ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ
み
そ
の
︵
午
前
9
時

45
分
に
2
台
運
行
︶

〈
参
加
費
な
ど
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料
〉

外
城
田
川
清
掃
活
動

小
俣
総
合
支
所
産
業
建
設
課
内
・
外
城
田
川
河

川
美
化
協
力
会
（
☎
�
7
8
6
3
）

　

同
協
力
会
で
は
、
環
境
美
化
活
動
の

一
環
と
し
て
、
年
2
回
、
外
城
田
川
清

掃
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

と
き　

10
月
22
日
㈰
︵
雨
天
の
場
合
は

10
月
29
日
㈰
︶、
午
前
8
時
～
10
時

※
外
城
田
川
沿
線
自
治
区
と
し
て
参
加

す
る
人
は
、
自
治
区
に
よ
り
開
始
時
間

が
異
な
る
た
め
、
各
自
治
区
か
ら
の
放

送
な
ど
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ　

五
十
鈴
橋
西
側
～
野の

名な

面つ
ら

橋

集
合
場
所　

● 

外
城
田
川
沿
線
自
治
区
⋮
各
自
治
区

清
掃
場
所

● 

一
般
参
加
者
⋮
小
俣
図
書
館
北
側

︵
外
城
田
川
堤
防
側
︶

内
容　

堤
防
敷
き
の
草
刈
り
、
ご
み
拾
い

持
ち
物　

作
業
が
で
き
る
服
装
・
軍
手
・

か
ま
な
ど

※
外
城
田
川
の
堤
防
敷
き
は
、
ツ
ツ
ジ

や
ア
ジ
サ
イ
が
植
栽
さ
れ
て
い
ま
す
。

草
と
間
違
え
て
刈
っ
て
し
ま
わ
な
い
よ

う
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法　

10
月
13
日
㈮
ま
で
に
、
応

募
用
紙
︵
観
光
政
策
課
な
ど
で
配
布
す

る
チ
ラ
シ
の
裏
面
︶
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
同
委
員
会
へ

※
﹁
伊
勢
ヨ
イ
夜
ナ
﹂
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
︵http://w

w
w
.ise-yoiyana.co

m

︶
か

ら
も
応
募
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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青島広志  
文化講演会

文化振興課（☎�5623 ）

～伊勢市合併1周年記念～
おかあさんといっしょ宅配便

ぐ～チョコランタン小劇場

文化振興課（☎�5648 ）
ＮＨＫ津放送局（☎津059・229・3012 ）

（往信用表）　　　　　　　　　 　（返信用裏）

伊勢市岩渕1丁目7－29

伊勢市教育委員会文化振興課
「文化講演会係」行

何も記入しないでください

日本郵便

往信

（返信用表）　　　　　　　　　 　（往信用裏）

郵便往復はがき

□□□ - □□□□

日本郵便

返信

代表者の住所

代表者の氏名　様

往復はがきの書き方

5050

郵便往復はがき

□□□ - □□□□5 1 6 8 6 0 1
①代表者の郵便番号・

住所・氏名・電話番号

②参加者の氏名・年齢

　※小・中学生の場合

は、学校名・学年も

記入してください。

（往信用表）　　　　　　　　　 　（返信用裏）

NHK 津放送局
「ぐ～チョコランタン小劇場」係

何も記入しないでください

日本郵便

往信

（返信用表）　　　　　　　　　 　（往信用裏）

郵便往復はがき

□□□ - □□□□

日本郵便

返信

住所

氏名　様

往復はがきの書き方

5050

郵便往復はがき

□□□ - □□□□5 1 4 8 5 3 1①郵便番号

②住所

③氏名

④電話番号

⑤観覧希望回
　（1回目または2回目）

⑥観覧希望人数
　（1枚4人まで）

©NHK.NHK-ED

写真提供：神奈川フィルハー
モニー管弦楽団

　

テ
レ
ビ
番
組
﹁
世
界
一
受
け
た
い
授

業
﹂
や
﹁
題
名
の
な
い
音
楽
会
﹂
で
も
有

名
な
、
作
曲
家
で
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
青
島

広
志
さ
ん
と
3
人
の
歌
手
が
、
モ
ー
ツ

ァ
ル
ト
の
一
生
を
描
い
た
音
楽
劇
を
演

じ
ま
す
。

　

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
美
し
い
調
べ
と
青

島
さ
ん
の
軽
妙
な
ト
ー
ク
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

と
き　

12
月
7
日
㈭
、
午
後
6
時
30
分
～

︵
開
場
は
午
後
6
時
︶

と
こ
ろ　

観
光
文
化
会
館

対
象　

市
内
在
住
の
人

内
容　

文
化
講
演
会
﹁
こ
ん
に
ち
は
！

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
さ
ん
﹂青
島
広
志
さ
ん
・

横
山
美
奈
さ
ん
・
岩
井
琢
也
さ
ん
・
水

野
賢
司
さ
ん

定
員　

１
２
０
０
人
︵
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
︶

申
し
込
み　

10
月
31
日
㈫
︵
当
日
消
印

有
効
︶
ま
で
に
、
往
復
は
が
き
に
必
要

事
項︵
下
図
参
照
︶を
記
入
し
、
同
課
へ

※
1
枚
の
往
復
は
が
き
で
2
人
ま
で
申

し
込
み
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
中
学
生

以
下
の
子
ど
も
は
保
護
者
同
伴
と
し
、

そ
の
場
合
は
、
保
護
者
2
人
ま
で
と
子

ど
も
の
人
数
分
を
申
し
込
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。

※
重
複
し
て
申
し
込
み
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

※
11
月
中
旬
頃
ま
で
に
、
返
信
用
は
が

き
で
入
場
整
理
券
を
送
付
し
ま
す
。
た

だ
し
、
申
し
込
み
多
数
で
抽
選
に
漏
れ

た
場
合
は
、結
果
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

と
き　

11
月
25
日
㈯
、
１
回
目

：

午
後

１
時
～
２
時
︵
開
場
は
午
後
０
時
30
分
︶・

２
回
目

：

午
後
３
時
30
分
～
4
時
30
分

︵
開
場
は
午
後
3
時
︶

と
こ
ろ　

ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ
み
そ
の

内
容

● 

ぐ
～
チ
ョ
コ
ラ
ン
タ
ン
の
仲
間
た
ち

︵
ス
プ
ー
・
ア
ネ
ム
・
ズ
ズ
・
ジ
ャ
コ
ビ
︶

と
う
た
の
お
ね
え
さ
ん
︵
番
組
に
出
演

中
の
お
ね
え
さ
ん
の
出
演
は
あ
り
ま
せ

ん
︶に
よ
る
ミ
ニ
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー

● 

ぐ
～
チ
ョ
コ
ラ
ン
タ
ン
の
仲
間
た
ち

と
の
写
真
撮
影
会
︵
カ
メ
ラ
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
︶

定
員　

約
３
５
０
人
︵
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
︶

申
し
込
み　

10
月
31
日
㈫︵
必
着
︶ま
で

に
、
往
復
は
が
き
に
必
要
事
項
︵
下
図

参
照
︶を
記
入
し
、
同
放
送
局
へ

※
11
月
中
旬
頃
ま
で
に
、
結
果
通
知
を

送
付
し
ま
す
。

※
申
し
込
み
は
、
1
世
帯
1
枚
ま
で
と

し
、
1
枚
に
つ
き
4
人
︵
1
歳
未
満
の

子
ど
も
は
こ
の
数
に
含
み
ま
せ
ん
︶
ま

で
入
場
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
子
ど
も

の
み
の
観
覧
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
駐
車
場
は
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
で
き
る
だ
け
乗
り
合
わ
せ
て
来
場

し
て
く
だ
さ
い
。
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観光文化会館自主事業

美輪明宏音楽会〈愛〉

観光文化会館（☎�5105 ）

伊勢市民芸能祭

と　き 内　容 ところ

11月  5日㈰ 10：30～15：45 日舞・民踊

観光文化会館
11月12日㈰

10：00～13：30 総合部門

13：50～17：20 吟詠剣詩舞

11月18日㈯ 14：30～16：30 バレエ・モダンダンス

11月19日㈰ 10：00～15：40 能　　楽

11月23日㈷
10：00～12：00 フォークダンス

生涯学習センター 
いせトピア

13：30～15：45 合　　唱

11月25日㈯ 11：00～15：30 邦　　楽

※いずれも開場は、開演30分前です。

病
院
ま
つ
り

伊
勢
総
合
病
院
（
☎
�
5
1
1
1
）

と
き　

10
月
28
日
㈯
、
午
前
10
時
～
午

後
3
時

と
こ
ろ　

伊
勢
総
合
病
院

内
容　

外
科
・
整
形
外
科
・
産
婦
人
科

医
師
の
講
演
、
病
院
体
験
ツ
ア
ー
、
キ

ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
、
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
、
バ

ザ
ー
な
ど

と
き　

12
月
10
日
㈰
、午
後
3
時
～︵
開

場
は
午
後
2
時
30
分
︶

と
こ
ろ　

観
光
文
化
会
館

入
場
料　

３
５
０
０
円︵
全
席
指
定
︶

※
入
場
券
は
、
9
月
30
日
㈯
・
午
前
9

時
～
、
同
館
事
務
所
・
喫
茶
ア
イ
ド
ル
・

相
可
屋
楽
器
店
・
村
林
楽
器︵
伊
勢
店
・

松
阪
店
︶・
松
阪
市
民
文
化
会
館
内
喫

茶
花
音
・
神
戸
屋
楽
器
店
・
チ
ケ
ッ
ト

ぴ
あ
ス
ポ
ッ
ト
で
販
売
し
ま
す
。

観
光
文
化
会
館
自
主
事
業　

宗
次
郎

ク
ラ
シ
カ
ル
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

オ
カ
リ
ナ
エ
チ
ュ
ー
ド

観
光
文
化
会
館
（
☎
�
5
1
0
5
）

と
き　

平
成
19
年
1
月
7
日
㈰
、
午
後

6
時
～
︵
開
場
は
午
後
5
時
30
分
︶

と
こ
ろ　

観
光
文
化
会
館

入
場
料　

Ｓ
席
７
０
０
０
円
︵
全
席
指
定
︶

　
　
　
　

Ａ
席
６
５
０
０
円
︵
全
席
指
定
︶

入
場
券
の
販
売

先
行
予
約
⋮
10
月
7
日
㈯
・
午
前
9
時
～
、

電
話
で
同
館
事
務
所
へ

一
般
発
売
⋮
10
月
21
日
㈯
・
午
前
9
時
～
、

同
館
事
務
所
・
喫
茶
ア
イ
ド
ル
・
相
可

屋
楽
器
店
・
村
林
楽
器
︵
伊
勢
店
・
松

阪
店
︶・
松
阪
市
民
文
化
会
館
内
喫
茶

花
音
・
神
戸
屋
楽
器
店
・
チ
ケ
ッ
ト
ぴ

あ
ス
ポ
ッ
ト
へ

※
先
行
予
約
で
完
売
と
な
っ
た
場
合
は
、

一
般
発
売
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
。

と
き　

10
月
23
日
㈪
～
29
日
㈰

と
こ
ろ　

ジ
ャ
ス
コ
伊
勢
店
・
2
階
エ

ス
カ
レ
ー
タ
ー
横

内
容　

市
の
審
査
会
入
賞
作
品
の
展
示

伊
勢
市
民
芸
能
祭

文
化
振
興
課
（
☎
�
5
6
4
8
）

　

左
表
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

明
る
い
選
挙

啓
発
ポ
ス
タ
ー
展
示
会

選
挙
管
理
委
員
会
（
☎
�
5
6
3
5
）

伊
勢
市
美
術
展
覧
会

文
化
振
興
課
（
☎
�
５
６
２
３
）

　

皆
さ
ん
の
投
票
に
よ
る
﹁
わ
た
し
の

好
き
な
作
品
﹂を
各
部
門
に
設
け
ま
す
。

ぜ
ひ
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

と
き　

10
月
24
日
㈫
～
29
日
㈰
、
午
前

9
時
～
午
後
5
時
︵
最
終
日
は
午
後
3

時
30
分
ま
で
、
投
票
は
28
日
㈯
ま
で
︶

と
こ
ろ　

観
光
文
化
会
館

展
示
内
容　

平
面
作
品
︵
日
本
画
・
洋

画
・
写
真
・
書
な
ど
︶、
立
体
作
品
︵
彫
ち
ょ
う

塑そ

・
立
体
造
形
・
美
術
工
芸
な
ど
︶

作
品
を
語
る
会

と
き　

10
月
29
日
㈰
、
午
後
1
時
30
分
～

と
こ
ろ　

観
光
文
化
会
館
・
各
展
示
室
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

市
民
参
画
交
流
課
（
☎
�
5
5
4
9
）

　

勢
田
町
船
江
山
自
治
会
・
中
島
町
内

会
・
横
輪
町
町
内
会
は
、
㈶
自
治
総
合

セ
ン
タ
ー
か
ら
、
平
成
18
年
度
宝
く
じ

普
及
広
報
事
業
の
助
成
を
受
け
、
祭
り

用
具
の
購
入
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸

成
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

勢
田
町
船
江
山
自
治
会　

祭
り
用
具
購
入

中
島
町
内
会　

祭
り
用
具
購
入

横
輪
町
町
内
会　

放
送
設
備
整
備

伊
勢
市
国
民
保
護
計
画（
案
）

防
災
防
犯
課
（
☎
�
5
5
2
3
）

　

国
民
保
護
計
画
は
、
大
規
模
な
テ
ロ

︵
緊
急
対
処
事
態
︶
や
有
事
︵
武
力
攻
撃

事
態
︶
が
発
生
し
た
場
合
に
、
国
民
の

生
命
・
身
体
お
よ
び
財
産
を
保
護
し
、

国
民
生
活
や
国
民
経
済
に
及
ぼ
す
影
響

が
最
小
と
な
る
よ
う
、
国
・
県
・
市
町

村
な
ど
の
役
割
を
定
め
る
も
の
で
す
。

　

こ
れ
は
、
国
民
保
護
法
や
そ
の
ほ
か

の
関
連
す
る
法
律
に
基
づ
い
て
作
成
し

て
い
ま
す
。

　

平
成
18
年
3
月
、
県
の
国
民
保
護
計

画
が
策
定
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
現

在
、
市
も
国
民
保
護
計
画
の
策
定
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

今
回
、案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ま
た
、
広
く
市
民

の
皆
さ
ん
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

閲
覧
期
間　

10
月
11
日
㈬
～
31
日
㈫

閲
覧
場
所　

同
課
、
各
総
合
支
所
地
域

振
興
課
、
各
支
所
、
市
役
所
本
庁
舎
・

1
階
市
民
ホ
ー
ル
、
伊
勢
図
書
館
、
小

俣
図
書
館
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
い
せ

ト
ピ
ア
、
二
見
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

※
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
︵http://w

w
w
.

city.ise.m
ie.jp

︶
で
も
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

意
見
の
提
出
方
法　

10
月
31
日
㈫
ま
で

に
、
持
参
ま
た
は
郵
送
・
FAX
・
Ｅ
メ
ー

ル
で
同
課
︵
〒
516

－

8601
岩
渕
1
丁
目
７

ｰ

29
、
FAX
�
５
５
２
２
、
ア
ド
レ
ス

bousai@
city.ise.m

ie.jp

︶
へ　
　

障
害
者
就
職
面
接
会

商
工
政
策
課
（
☎
�
5
5
6
8
）

伊
勢
公
共
職
業
安
定
所
（
☎
�
8
6
0
9
）

と
き　

10
月
20
日
㈮
、
午
後
1
時
～
3

時
30
分

と
こ
ろ　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
い
せ
ト

ピ
ア

対
象　

障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
、

求
職
中
の
人

内
容　

各
企
業
ブ
ー
ス
を
設
け
、
面
接

を
実
施
し
ま
す
。

三
重
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

選
挙
管
理
委
員
会
（
☎
�
5
6
3
5
）

と
き　

10
月
20
日
㈮
～
11
月
3
日
㈷
、

午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時

と
こ
ろ　

選
挙
管
理
委
員
会
室

：

市
役

所
東
庁
舎
４
階
︵
休
日
は
、
守
衛
室

：

市
役
所
本
庁
舎
１
階
︶

勢田町船江山自治会

横輪町町内会中島町内会

企
業
合
同
就
職
説
明
会

商
工
政
策
課
（
☎
�
5
5
6
8
）

三
重
県
南
部
地
域
雇
用
促
進
協
議
会
・
雇
用
対

策
事
業
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
☎
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
0
1
2
0
・
４
１
・
５
４
４
１
）

と
き　

10
月
19
日
㈭
、
午
後
１
時
～
４

時︵
受
け
付
け
は
午
後
3
時
30
分
ま
で
︶

と
こ
ろ　

県
営
サ
ン
ア
リ
ー
ナ

対
象　

再
就
職
お
よ
び
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン

就
職
希
望
者
、
平
成
18
年
度
の
大
学
・

高
等
学
校
・
専
門
学
校
卒
業
予
定
者
、

既
に
学
校
を
卒
業
し
て
い
る
未
就
職
者

な
ど

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

参
加
予
定
企
業　

50
社
程
度

公
園
で
の
マ
ナ
ー

維
持
管
理
課
（
☎
�
５
５
８
９
）

　

市
内
の
公
園
で
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
中
の

人
が
、
犬
に
ま
と
わ
り
つ
か
れ
て
転
倒

す
る
と
い
う
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

　

犬
は
、
飼
い
主
と
一
緒
に
散
歩
に
来

て
い
た
よ
う
で
す
が
、
ひ
も
で
つ
な
が

れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

公
園
は
み
ん
な
の
施
設
で
す
。
ひ
も

で
つ
な
ぐ
、
ふ
ん
の
始
末
を
す
る
と
い

う
こ
と
は
最
低
限
の
マ
ナ
ー
で
す
。

　

み
ん
な
が
気
持
ち
良
く
公
園
を
利
用

で
き
る
よ
う
、
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ

う
。



平成18年10月号1�

10
月
は

里
親
月
間

〜
あ
な
た
も
里
親
に
な
り
ま
せ
ん
か
〜

三
重
県
健
康
福
祉
部
・
南
勢
志
摩
児
童
相
談
所

（
☎
�
5
1
4
3
）

　

子
ど
も
は
、
親
の
温
か
い
愛
情
に
守

ら
れ
な
が
ら
、
家
庭
で
養
育
さ
れ
る
こ

と
が
理
想
で
す
。

　

し
か
し
現
実
に
は
、
親
の
死
亡
や
病

気
、
ま
た
子
ど
も
へ
の
虐
待
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
事
情
に
よ
り
、
親
と
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
な
い
子
ど
も
が
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。

　

里
親
と
は
、
こ
の
よ
う
な
子
ど
も
を

自
分
の
家
庭
に
迎
え
入
れ
、
愛
情
を
込

め
て
養
育
す
る
人
の
こ
と
で
す
。

　

里
親
に
な
る
に
は
、
児
童
相
談
所
に

申
請
し
、
里
親
と
し
て
登
録
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
児
童
相
談
所
が
子
ど
も
を
里

親
に
委
託
す
る
場
合
、
子
ど
も
の
生
活

費
と
里
親
手
当
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

　

里
親
制
度
に
つ
い
て
関
心
が
あ
る
人

や
、
里
親
に
な
る
こ
と
を
希
望
す
る
人

は
、
同
所
へ
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

10
月
は

労
働
保
険
適
用
促
進
月
間

三
重
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険
徴
収
室

（
☎
津
0
5
9
・
2
2
6
・
2
1
0
0
）　 

　

労
働
保
険
制
度
と
は
、
労
働
者
が
業

務
上
・
通
勤
途
上
で
の
被
災
時
、
ま
た

は
失
業
時
に
、
労
働
者
の
生
活
お
よ
び

雇
用
安
定
を
図
る
た
め
に
必
要
な
給
付

な
ど
を
行
う
制
度
で
す
。

　

労
働
保
険
に
未
加
入
の
事
業
主
は
、

速
や
か
に
加
入
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

10
月
16
日
㈪
〜
22
日
㈰
は

秋
の
行
政
相
談
週
間

秘
書
広
報
課
（
☎
�
5
5
1
5
）

　

行
政
相
談
は
、
国
や
県
な
ど
の
仕
事

に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
か
ら
苦
情
や
要
望

を
聞
き
、
解
決
を
図
る
制
度
で
す
。

　

同
課
・
二
見
総
合
支
所
地
域
振
興
課
・

小
俣
総
合
支
所
地
域
振
興
課
を
窓
口
と

し
て
、
毎
月
そ
れ
ぞ
れ
に
相
談
日
を
設

け
て
、
行
政
相
談
員
が
皆
さ
ん
の
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。︵
23
ペ
ー
ジ
参
照
︶

10
月
1
日
㈰
は

浄
化
槽
の
日

環
境
政
策
課
（
☎
�
5
5
4
1
）

　

10
月
1
日
㈰
は
浄
化
槽
の
日
で
す
。

　

こ
れ
は
、
昭
和
60
年
10
月
１
日
に
、

浄
化
槽
法
が
全
面
施
行
さ
れ
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
す
。

　

浄
化
槽
は
、
ト
イ
レ
・
台
所
な
ど
、

わ
た
し
た
ち
の
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る

汚
れ
た
水
を
、
微
生
物
の
働
き
を
利
用

し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
で
き
れ
い
に
す

る
施
設
で
す
。

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

愛
の
資
金

福
祉
総
務
課
内
・
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
伊

勢
地
区
実
施
委
員
会
（
☎
�
5
5
5
7
）

　

犯
罪
や
非
行
の
な
い
、
明
る
い
社
会

を
築
く
た
め
の
活
動
費
と
し
て
お
寄
せ

い
た
だ
き
ま
し
た
﹁
愛
の
資
金
﹂
は
、

３
４
７
万
３
９
６
５
円
で
し
た
。︵
8

月
31
日
現
在
︶

　

ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
浄
化
槽
の
使
い
方
や
維
持

管
理
が
適
正
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
、
悪

臭
の
発
生
・
汚
れ
た
水
の
流
出
に
つ
な

が
り
、
近
隣
へ
の
迷
惑
・
川
や
海
の
水

質
汚
濁
の
原
因
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

清
掃
・
保
守
点
検
・
法
定
検
査
な
ど
、

浄
化
槽
の
維
持
管
理
を
確
実
に
実
施
し
、

皆
さ
ん
一
人
一
人
の
力
で
き
れ
い
な
川

や
海
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

10
月
11
日
㈬
〜
20
日
㈮
は

全
国
地
域
安
全
運
動
期
間

防
災
防
犯
課
（
☎
�
５
５
２
３
）

　

期
間
中
、犯
罪
や
事
故
な
ど
の
な
い
、

安
全
で
明
る
く
住
み
よ
い
地
域
社
会
の

実
現
を
目
指
し
、
全
国
で
地
域
安
全
運

動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

市
は
、
こ
の
運
動
の
一
環
と
し
て
、

伊
勢
市
防
犯
推
進
協
議
会
・
伊
勢
警
察

署
と
協
力
し
、
街
頭
啓
発
な
ど
を
実
施

し
ま
す
。

　

ま
た
、
空
き
巣
や
振
り
込
め
詐
欺
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
犯
罪
の
手
口
と
対
策

を
学
ぶ
地
域
安
全
講
習
会
も
随
時
行
っ

て
い
ま
す
。

　

受
講
を
希
望
す
る
人
は
、
同
課
へ
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。



平成18年10月号 �0

預
金
保
険
制
度
の
保
護
金
額

東
海
財
務
局
津
財
務
事
務
所

（
☎
津
0
5
9
・
2
2
5
・
7
2
2
1
）

　

預
金
保
険
制
度
で
全
額
保
護
さ
れ
る

預
金
は
、
決
済
用
預
金
︵
当
座
預
金
や

利
息
の
付
か
な
い
普
通
預
金
な
ど
︶
の

み
で
す
。

　

定
期
預
金
や
利
息
の
付
く
普
通
預
金

な
ど
は
、
預
金
者
1
人
に
つ
き
1
金
融

機
関
ご
と
に
元
本
１
０
０
０
万
円
ま
で

と
、そ
の
利
息
な
ど
が
保
護
さ
れ
ま
す
。

　

詳
細
は
、
同
事
務
所
ま
た
は
各
金
融

機
関
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

自
賠
責
保
険
・
共
済
へ
の
加
入
を

国
土
交
通
省
中
部
運
輸
局
三
重
運
輸
支
局

（
☎
津
0
5
9
・
2
3
4
・
8
4
1
1
）

　

自
賠
責
︵
自
動
車
損
害
賠
償
責
任
︶

保
険
・
共
済
は
、
原
動
機
付
き
自
転
車

を
含
む
す
べ
て
の
自
動
車
の
保
有
者
に

対
し
、
自
動
車
1
台
ご
と
に
加
入
す
る

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
万
一
の
交
通
事
故
の
際
、

す
べ
て
の
加
害
者
の
賠
償
責
任
を
担
保

す
る
と
と
も
に
、
す
べ
て
の
被
害
者
の

基
本
的
な
賠
償
を
保
障
す
る
制
度
で
あ

り
、
被
害
者
の
保
護
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　

一
人
一
人
が
、
自
賠
責
制
度
の
役
割

や
重
要
性
、
保
険
金
・
共
済
金
の
支
払

い
の
し
く
み
な
ど
を
十
分
に
理
解
・
認

識
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

有
効
期
限
は
切
れ
て
い
ま
せ
ん
か

　

車
検
制
度
の
な
い
２
５
０
㏄
以
下
の

バ
イ
ク
︵
原
動
機
付
き
自
転
車
・
軽
二

輪
自
動
車
︶
の
保
有
者
は
、
特
に
有
効

期
限
切
れ
・
掛
け
忘
れ
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

夫
・
恋
人
か
ら
の
暴
力
に
関
す
る

女
性
の
悩
み
相
談

市
民
参
画
交
流
課
（
☎
�
5
5
1
3
）

と
き　

10
月
16
日
㈪
ま
で
、
午
前
9
時

～
午
後
4
時
︵
平
日
の
み
︶

対
象　

市
内
在
住
の
女
性

相
談
員　

婦
人
相
談
員

申
し
込
み　

電
話
で
同
課
へ

※
法
律
的
な
判
断
が
必
要
な
場
合
は
、

女
性
弁
護
士
に
よ
る
相
談︵
定
員
8
人
︶

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
詳
細
は
、本
人
に
直
接
連
絡
し
ま
す
。

民
事
介
入
暴
力
巡
回
法
律
相
談

伊
勢
警
察
署
刑
事
第
二
課
（
☎
⑳
0
1
1
0
）

と
き　

10
月
27
日
㈮
、
午
後
1
時
～
4
時

と
こ
ろ　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
い
せ
ト

ピ
ア

相
談
内
容　

暴
力
団
か
ら
脅
迫
・
乱
暴

さ
れ
た
、
暴
力
団
が
交
通
事
故
の
示
談

や
債
権
の
取
り
立
て
に
介
入
し
て
い
る

な
ど
、
暴
力
団
と
の
ト
ラ
ブ
ル
や
不
法

行
為
に
つ
い
て

日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー

法
テ
ラ
ス
を
開
設

日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
三
重
地
方
事
務
所

（
☎
0
5
0
・
3
3
8
3
・
5
4
6
8
）

　

日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
︵
愛
称

：

法
テ
ラ
ス
︶
は
、
法
的
ト
ラ
ブ
ル
を
解

決
す
る
た
め
の
情
報
や
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
、
全
国
に
50
カ
所
以
上

の
事
務
所
を
開
設
し
ま
す
。

開
設
日　

10
月
2
日
㈪

業
務
内
容

● 

情
報
提
供
︵
法
的
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決

に
役
立
つ
情
報
の
無
料
提
供
︶

● 

民
事
法
律
扶
助
︵
資
力
に
乏
し
い
人

の
た
め
の
無
料
相
談
、
裁
判
費
用
な
ど

の
立
て
替
え
︶

● 

司
法
過
疎
対
策
︵
弁
護
士
が
い
な
い

な
ど
、
法
律
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と

が
難
し
い
地
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■お詫びと訂正

　「広報いせ」9月号の12ページに掲載しました「伊
勢市の下水道普及率」の記事につきまして、「平成

18年3月末現在の下水道普及率」が下記のとおり
誤っていました。また「現在、下水道が整備され

ている区域」の記事につきまして、「桜木町の一部」

が欠落していましので、お詫びして訂正します。

正　約11.3％
誤　約11.7％
問い合わせ　上下水道部管理課（☎�5600 ）
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バケツなどにためておき、
植木などにまく。

■家庭でできる生活排水対策

■勢田川水質調査結果

伊勢市テレビ広報

（アナログ 10 チャンネル）

■マニフェスト「伊勢市あしたのプラン」

※放送時期は未定です。

■お知らせ

9 ／ 25〜10 ／ 1
● こころの健康づくり教室

 参加者募集

10 ／ 2〜8
● 伊勢おおまつり
● 環境リサイクルフェア開催

10 ／ 9〜15
● 高齢者インフルエンザ

10 ／ 16〜22
● 若年者就職個別相談

10 ／ 23〜29
● ウォーキング大会
● 御薗ラブリバーふれあい祭り

10 ／ 30〜11 ／ 5
● 西条のだんじりと自然公園大会
● 介護予防講演会

　
■市民活動ニュース「おいないパルティ」　

※アナログ10チャンネルでは、午前6時・9時、正午、午後3時・6時・
9時から放送を行っています。
　また、市議会9月定例会本会議および決算特別委員会を、会議があ
った日の翌日の午後2時と午後7時から放送します。

　

（アナログ 21 チャンネル）

　御薗地区のみの放送で、アナログ 10チャ
ンネルと同じ「お知らせ」などの行政情報や、

お天気情報、防災情報をお伝えします。

（アナログ 8 チャンネル・デジタル 701チャンネル）

■ニュース　※毎日午後7時更新
■リポート（企画番組） ※毎週日曜日午後7時以降更新
■ミニコーナー（情報番組） 　※随時更新
※アナログ 8チャンネル・デジタル 701 チャンネルでは、午前6
時～翌日午前2時の毎時0分から、繰り返し放送を行っています。
　また日曜日は、その週に放送されたニュース・リポートをまと
めて放送します。

※放送時間や内容が変更することがあります。ご了承ください。

秘書広報課（☎�5515 ）

コミュニティチャンネル

「みて・きいて伊勢」

環境政策課（☎�5542 ）

離宮の湯  （☎�0548 ）

 10月 11日㈬ 森林グリーン

  20日㈮ 森林グリーン

  26日㈭ 美人の湯

  30日㈪ アロエ

 11月 10日㈮ ハーブ

  20日㈪ レモン

  26日㈰ オリーブ

  30日㈭ 森林グリーン

 12月 10日㈰ アロエ

  20日㈬ ゆず

  27日㈬ 森林グリーン

  30日㈯ ゆず

場所　小俣保健センター隣

営業時間　午後2時～10時
 　　　　　（最終入場 : 午後9時）
休業日　火曜日、１月１日・２日

入浴料金　中学生以上350円・小学生150円・
小学生未満70円
※石けん・シャンプー・タオルなどの入浴用品は施設内で
販売していますが、できる限り持参してください。なお、
浴室内には備えていません。

「かわり湯」のご案内（10月〜平成19年3月）

 1月 10日㈬ ゆず

  20日㈯ ハーブ

  26日㈮ オリーブ

  31日㈬ アロエ

 2月 10日㈯ ハーブ

  21日㈬ 森林グリーン

  26日㈪ オリーブ

 3月 10日㈯ 森林グリーン

  21日㈷ アロエ

  26日㈪ 美人の湯

  30日㈮ アロエ

米のとぎ汁
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小林地区
上條地区
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※外国人登録者を含む

総人口	 136,832人（＋5人）	 男　性	 64,956人	（−12人）

世帯数	 52,484人（＋26世帯）	 女　性	 71,876人	（＋17人）

人の動き（８月末現在）

　8月13日～21日、二見町在住の中学3年生20人が
豪州中学生派遣交流事業のためオーストラリア・ゴー

ルドコースト市を訪れました。

　現地では、幼稚園児との交流や学校での語学研修・

交流授業、アボリジニ文化などを体験しました。

　また、5日間のホームステイでは、生活習慣の違い
や慣れない英会話に戸惑いながらも、積極的にホスト

ファミリーとコミュニケーションを図り、充実した時

間を過ごしました。

　生徒たちは、外国の文化や言語・国際交流などへの

興味がより深まった様子で、「またホストファミリー

に会いに行きたい」と笑顔で話していました。

　８月14日に上條地区、15日に小林地区（ともに御薗町）で、市の無
形民俗文化財に指定されている大念仏かんこ踊りが行われました。

　この行事は、江戸時代初期から両地区に伝わる伝統行事で、先

祖供養・家内安全・無病息災を祈願するものです。

　今年も、地区の若者による手筒花火やかんこ踊りが勇壮に行わ

れ、たくさんの見物客が訪れました。

中学生がオーストラリアで国際交流

大念仏かんこ踊り

　8月19日、宮川親水公園（小俣町元町）で、第10回
おばたまつりが開催されました。

　「宮川の渡し」にちなんだ舟みこしが、町内を練り

歩き、会場に到着すると、大きな拍手と歓声で盛り上

がりました。

　会場では、カヌー体験をはじめ、出店が立ち並び、

踊りや太鼓・木遣りが披露されるなど、さまざまな催

しが行われ、たくさんの人でにぎわいました。

　また夜には、手筒花火やナイアガラ・スターマイン

などの花火が、夏の夜空を彩りました。

おばたまつり

まちの話題

　8月21日、伊勢市や
すらぎ公園プールでは、

今年度の有料入場者1万
人目を達成しました。

　記念すべき1万人目
の入場者は、川口佳那

子さん（7歳・藤里町）。
　この日はお父さん・お

兄さん・お兄さんの友人

と一緒に来場しました。

　来年の夏もぜひ、や

すらぎ公園プールをご

利用ください。

伊勢市やすらぎ公園プール　
有料入場者1万人達成 !!


